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（２）配置・指導体制  

② 人材確保・育成指導  

■指導方法と研修・訓練について    
研修を主管する運営支援部のテクニカルサポート室

が、開設以来の方針とする「社会の変化をとらえ、図書

館の役割を考えてサービスを展開できる人材を育て

る」考えのもと、3つのスキルを主眼に置き、その実現

に向け、1．図書館で実際に業務につきながら行われる「OJT（個別図

書館研修）」2．日常の業務を離れて職場外で行われる「Off-JT（集合研

修）」3．自らの意思により、仕事に必要な知識・技能等を学ぶ「自己啓

発（自己研鑽）」の 3 つを主軸とし、学び合う組織文化を醸成していま

す。 

烏山図書館運営にあたっては、貴区構想・ビジョンと次の弊社研修プログラムを融合させ

た烏山図書館年間研修計画書を館長・弊社テクニカルサポート室にて共同で作成し、館内整

理日を中心に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ オンライン研修システムの導入 

【身につけたい 3 つのスキル】 

① 図書館に関する様々な知識と技術 

② 適切な図書館の管理・運営能力 

③ 豊かなコミュニケーション能力 

効率的、継続的な育成のため独自のｅ-ラーニング

を設けています。現在 51 コンテンツを配信してい

つでも受講可能な環境を整えています。 

感染対策、時間・経費縮減のため、オンライ

ン環境を整備しています。自宅からでも受講で

きる機材を用意し、自己研鑽につなげます。 

各種研修の参加者はレポート提出やミーティングを通じて他の従事者と研

修内容を共有します。「テクニカルサポート室だより」を発行し、全受託図書

館へ配布し、主催講義の案内と外部の研修関連情報を共有するとともに、他の

受託図書館の事例を共有することで業務の改善に活かしています。 

全ての受託施設を対象に、専門的な知識・技術（テクニカルスキル）の習得と、活用するために必要

なスキル（共通スキル）向上を目的とした横断的な研修計画を設けています。また発展段階（フェーズ

）を 3 段階にわけて経験・能力に応じて選択できる実践的な機会としています。 

■ Off-JT（集合研修）～基礎から専門的な講義・実習～ 

日常業務の業務改善を目的として深く掘り下げた講義を行います。全員、担当別、自治体合同開催な

ど対象を自由に選択できます。子ども、障がい者、外国人への接遇、データベース活用研修など、状況

に即した具体的な対応策や解決策を学び、適切な業務遂行につなげます。 

■ OJT（個別研修）～接遇・業務改善～ 

経験を積んだ職員の知的欲求に対して定期開催している児童部会、ICT（情報通信技術）部会等によ

る研究活動を行っています。専門分野の調査研究とともに外部研修を部員が行うことでモチベーショ

ン向上につながります。また、部員同志で先進事例を学ぶ機会としています。 

■ 自己啓発（自己研鑽）支援～主体的な学習の場とする部会活動～ 

■ いつでも受講可な e-ラーニング 

■ 研修情報の共有～研修結果の確認と事例の共有～ 

j-hori
四角形
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■２．弊社研修プログラム                        

  

【必修】 （1）階層別  公立図書館向け  

№ 研修/対象 研修科目 研修概要 

1 

入社時研修 

新規受託 

図書館 

会社説明（弊社の図書館運営方針・入社の心構え）、個人情報

保護の確認、職場の安全衛生について、要求水準書、受託自治

体の図書館政策の理解とこれからの図書館サービス、接遇 

経営理念や求める人材像を学び社員の

自覚を持つ。自治体の目指す使命や役割

を理解し、これからの図書館サービスを

考える。社会人として接遇・マナーを学

ぶ 

2 

入社時研修 

中途採用 

 

公共・ 

学校共通              

会社説明（当社の図書館運営方針・入社の心構え） 会社の経営理念や求める人材像を学び、

社員としての自覚を持つ 3 個人情報保護の確認、職場の安全衛生について 

4 
図書館とは何か－公立図書館の基本を学ぶ－（図書館法、図書

館の自由に関する宣言含む） 

図書館の法的基盤、昨今の公立図書館の

あり方について考え、図書館員としての

自覚を持つ 

5 接遇 
接遇（身だしなみ・挨拶・言葉遣い等）

の心構えを習得 

6 
初任者研修 

 

入社 4 カ月以

上 1 年 未満

の社員 

図書館サービス概論 

図書館サービスの考え方と構造理解、各

種サービス、著作権法、課題解決支援や

連携協力の基本 

7 児童サービス概論 
意義目的を理解しカウンターやフロア

サービスを学ぶ 

8 接遇－コミュニケーションの基本－ 

利用者コミュニケーションをロールプ

レイング。コミュニケーションスキルを

再確認して対応に自信を持つ 

9 

中堅研修 

 

入社 3 年を経

過した社員 

会社概要 

改めて会社概要を確認するとともに、リ

ーダーとしての心構えや学び合う職場

づくりを理解 

10 ビジネスマナー －信頼されるビジネスパーソンを目指して－ 

仕事の心構え、来客応対、ビジネス文書

作成。「知っている」から「できる」に変

化させ信頼ある職業人を目指す 

11 グループワーク「図書館をゆめいっぱいに」 
図書館受託運営のビジョン「図書館をゆ

めいっぱいに」を実現する手法を考える 

12 新任館長 新任図書館長館研修 《文科省主催》 公立図書館に関する知識と管理運営 

 

【選択】（2）公立図書館 

№ 研修科目 研修概要 

1 

フ
ェ
ー
ズ
１ 

出版流通と図書館コレクション 1 図書館情報資源、コレクション構築、図書館の自由と知る権利

などを学ぶ 

2 
情報 

サービス 

基本編 

1.図書館における情報サービス 情報サービスの意義や展開について学ぶとともに、レファレ

ンス・サービスのプロセスの基本を学ぶ 

3 

2.情報の探し方－自館の資料を中

心に－ 

書誌データ（目録・分類）を理解したうえで、WebOPAC など

のネットワーク情報源を中心に情報検索の基礎を実践的に学

ぶ 

4 児童 1.児童の発達と資料・サービス 児童の言語能力、読書能力の発達について理解し、発達段階に

1 図書館のテクニカルスキル 

j-hori
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サービス 

基本編 

応じた資料の提供やサービスについて学ぶ 

5 
2.おはなし会とブックトーク－選

書と実施－ 

おはなし会、ブックトークの準備・実施に必要な知識（著作権

など）および選書のポイントについて学ぶ 

6 

3.児童のレファレンス・サービス(調

べ学習の支援） 

児童の探求学習のプロセスを知り、調べ学習を支援する方法

を学ぶ（テーマ決め、情報収集、まとめ方、レポートの書き方

など） 

7 
4.YA 世代へのサービスを考える 図書館における YA サービスの意義を学び、学校支援を含め

た YA 世代へのアプローチの仕方を考える 

8 
障害者サービスの基礎 図書館の抱える障害について理解し、利用者に対してどのよ

うな対応が望ましいか、最新動向を踏まえて基礎理解 

9 
図書の簡易修理 本の構造や道具の使い方について知り、日常的に起こるペー

ジ外れや水濡れ本の修理方法について学ぶ 

10 

フ
ェ
ー
ズ
２ 

図書館コレクション 2 コレクション構築の意義とプロセス、その評価について学ぶ

（構築に関わる理念と方針、選択の考え方や方法、評価と更

新） 

11 
PR 実践講座 ※連続講座（全 2 回） 広報の本来の意味を理解し、方法手段を事例から実践的に学

ぶ 

12 
情報 

サービス 

応用編           

1.利用対象別レファレンス・インタ

ビュー 

インタビューの実習を通し、図書館サービスにおける利用者

とのコミュニケーションの意義を学ぶ 

13 

2.情報の探し方 

－外部情報源を中心に－  

目録やウェブサービスの最新動向について学び視野を広げ

る。主題別情報源（ビジネス、法、医療・健康情報および児童

書）の検索を実践 

14 
3.レファレンス・クエスチョンの処

理 

自館のレファレンス課題の調査を通して、レファレンス・ツー

ルやアプローチの仕方について実践的に学ぶ 

15 

4.レファレンス・ツールの作成と活

用 ※全 2 回 

レファレンス・ツールを作成し、サービスを向上させる（例：

インフォメーションファイルや郷土索引、パスファインダー

など） 

16 著作権実務講習会《文化庁主催》 図書館等職員対象の著作権講習会  

17 図書館総合展 図書館関係者向けの展示会やフォーラム 

18 全国図書館大会《日図協主催》 図書館に関する包括的な研修 

19 

関東・甲信越静地区別研修 

 《文科省主催》 

図書館に関する最新のテーマや地域における課題、児童サー

ビスなどについて研修を行い、中堅司書としての力量を高め

る。 

20 
中堅職員ステップアップ研修 1 

 《日図協主催》 

図書館サービスに関する内容を中心とした研修。「関東・甲信

越静地区図書館地区別研修」のレベルに準ずる   

21 

フ
ェ
ー
ズ
３ 

児童図書館員養成専門講座 

 《日図協主催》 

児童サービスの現場で中心的な役割を果たし、指導者・助言者

として活躍できる人を養成する。 

22 
中堅職員ステップアップ研修 2 

 《日図協主催》 

司書としての専門的な知識・技術を学び、指導的立場としての

力量を高める。 

23 
図書館司書専門講座 《文科省主催》 司書としての専門的な知識・技術を学び、指導的立場としての

力量を高める。 

24 
図書館長の役割 事例発表やディスカッションを通し、管理職としての力量を

高める 

25 講演会 永田顧問による講演会 

26 
海外図書館視察研修 海外の図書館の最新事情を学び視野を広げ、図書館運営に活

かす 

 

j-hori
四角形



 

 

烏山図書館 指定管理者事業計画書     事業者名  株式会社ヴィアックス    

 

４ 人員計画書 

14 

 

【選抜】(3）図書館長養成講座 

フェー

ズ 

研修科目 概要 

フェーズ 2 

フェーズ 3 

『Lis: Library & Information Study）』」 

短期経営コース 2 カ月 

事前学習、ディスカッションベース授業、広く公共経営

に関する見識を養い、公立図書館の経営できる人材の育

成 

 

【選択】（４）部会活動 

№ フェーズ 部会名 概要 

1 フェーズ 2 

フェーズ３ 

児童部会 
自発的な学びの場。児童担当同士がスキル共有向上しサービス充実を目

指す 

2 ICT 研究部会 ICT 活用の可能性を探り技能習得を目指す。その成果を内外に還元する 

 

【選択】（1）ビジネススキル 

№  研修科目 概要 

1 

フ
ェ
ー
ズ
１ 

社会・経済と情報リテラシー 
経済学、社会をふまえて情報の本質理解、情報リテラシーの知識を

学ぶ 

2 ビジネスマナー 
仕事の心構え、来客応対、ビジネス文書作成。「知っている」から

「できる」に変化させ信頼ある職業人を目指す 

3 ビジネス文書の基本 
社内文書と社外文書の違いを理解し、メール、報告書等の作成を学

ぶ 

4 傾聴力・プレゼンテーション力 
聞く力と伝える力を身につけ、日常業務におけるコミュニケーショ

ン能力の向上を目指す 

5 
フ
ェ
ー
ズ
２ 

OJT－図書館現場力を育てる－ 
現場でのチーム力を高めるために必要な職場の研修システムづく

りについて学ぶ。 

6 ファシリテーション力 
あらゆる関係者との良好な関係性を築き、主体的なチームをつくる

スキルを身につける 

7 ロジカルシンキング 
論理的思考力を様々なワークを通して身につけ、普段の仕事に活か

す 

8 フ
ェ
ー
ズ
３ 

業務改善 
組織における経営リソースの適正化を実施し、業務効率化のノウハ

ウを学ぶ 

9 マネジメント力 
組織内の適正化、リーダーの考え方を身につけ、区民から必要とさ

れる図書館を目指す 

館長養成講座の実施 

経営の見識を養い図書館経営ができる館

長候補となる人材育成を目指して『図書館と

情報の学校』を開校しています。弊社顧問の

永田治樹氏（筑波大学名誉教授）を校長とし

て、その他の専門家を講師により、自ら図書

館の在り方を考え企画し発表する講義を行っています。開校以来 59 名が修了し、卒業

生は図書館運営の中核社員となって活躍しています。

２共通スキル 

目
標

広く公共経営に関する見識を養い、
図書館を経営できる人材育成を目指す

内
容

図書館業界・公共経営に精通した
講師陣によるディスカッション型のカリキュラム

実
績

5期目を終了し、既に45名の卒業生が
館長、業務責任者として活躍中

『図書館と情報の学校』
Lis:Library and Information Study

j-hori
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